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第１回　２０代独身女性
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こんにちは“4in”の石郷岡です。

この度は、無料メルマガにお申し込み頂き、
誠にありがとうございました。

初回となる今回は、２０代独身女性の松岡様（仮名）
のケースです。

それでは、第１回目いってみましょう。
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◆生命保険を選ぶ基準
―――――――――――――――――――――――――

あなたはもうお気づきだとは思いますが、
いま日本で販売されている生命保険は非常に数が多く
複雑です。

その中から選ぶ訳ですから、人それぞれに基準があり
優先順位を決めて選ばれている事だと思います。

その辺りを、個別セミナーを受講された松岡様に
お聞きしてみました・・・

-------(お客様の声)--------------------->>

　私が初めて生命保険に加入したのは、社会人になって
　すぐで、地元の会社の事務職として就職した頃です。

　社会人一年生だったもので、毎日緊張しながら
　働いており、帰宅するとグッタリしていました。

　そんな時、よくお昼休みになると生命保険会社の
　外務員の方達がいらして、社員の方々へ
　あいさつ周りをしていたのです。

　新人の私にも名刺を下さり、
　一緒にお菓子やキャンディーも頂きました。

　毎日のように来られて、毎日のようにお菓子を頂き
　「仕事頑張ってね」と励まされたものです。

　社内にいると緊張の連続でしたが、その外務員の
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　の方達と話していると少しホッとして、
　リラックス出来ました。

　そして、年齢を聞いてみると私と殆ど変わらない事が
　わかり、ますます親近感を抱いていたことを覚えています。

　ある日、外務員の一人に「ところで、松岡さんは
　生命保険に入っているの？」と、聞かれました。

　私は、素直に「入っていません」と答えたところ、
　ビックリした表情で・・・

　「じゃぁ病気になったらどうするの？・・仕事も出来なく
　なったらどうするの？」と、言われました。

　確かにそうだと思いました。少し不安になり
　外務員の方に聞いてみました。

　「何か私に合った生命保険はありますか？・・・」

　そうしたら、翌日すぐに私のプランを持ってきて
　「これがお勧めよ、月々１万円なら払える？」と
　聞かれたので「払えます」と言うと、

　その後トントンと事が進み“生命保険に加入する”
　ことができました。

　これが、現在の生命保険です。

<<-------------------------------------

この松岡様のケースを分析しますと、生命保険に
加入した基準は「顔見知り」という事と「払えるか」
という事が最優先で選ばれました。

一般的な考え方だと思いますよね。
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◆『えっ！私の保険高くなるんですか？』
―――――――――――――――――――――――――

数年後、松岡様はお友達の紹介により当社の
個別セミナーを受講された訳ですが、
その時の感想をお聞きください。

-------(お客様の声)--------------------->>

　セミナーを聞いてビックリしました。初めて生命保険の
　しくみがわかり、無知であった自分を反省しました。
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